
愛媛県の地域周産期医療Update

愛媛⼤学⼤学院医学系研究科 地域⼩児・周産期学講座

松 原 圭 ⼀

令和４年度地域医療再⽣セミナー



周産期医療向上のために

• 学⽣に対する周産期教育

• 周産期医療従事者のスキルアップの継続

• ⼀般⼥性への情報提供と周産期医療の理解ヘの努⼒

• 発展途上国の周産期医療への関与



医学⽣に対する周産期教育

• ポリクリ学⽣に対する超⾳波講義：国家試験に出題される可能
性のある項⽬を中⼼に全てのポリクリ実習⽣に講義を⾏ってい
る。

• クリクラ学⽣に対する超⾳波検査シミュレーション教育：シ
ミュレーションセンターにある超⾳波検査シミュレーターを⽤
いて，実際の画像を⾒ながら超⾳波検査で⼤事な項⽬を記憶し
てもらっている。



周産期医療従事者のスキルアップの継続

• 愛媛県周産期症例検討会：紹介先と紹介元が⼀⼈の紹介患者を
中⼼にディスカッションを⾏い，最善の医療はどうすべきかと
いうことについて検討する研究会

• ALSO(Advanced Life Support in Obstetrics)：医師やその他
の医療プロバイダーが、周産期救急に効果的に対処できる知識
や能⼒を発展・維持するための教育コースである。現在全⽶で
はほとんどの分娩施設において、分娩に関わる医療プロバイ
ダーがALSOの受講を義務づけられている。また2009年までに、
50ヵ国以上でプロバイダーコースが開催されている。



• NCPR（新⽣児蘇⽣法普及事業）：出⽣時に胎外呼吸循環が順調に
移⾏できない新⽣児に対して，いかにして⼼肺蘇⽣法を⾏うべきか
を学んで頂くことを⽬的としている。

• J-MELS（⽇本⺟体救命システム普及協議会ベーシックコース）：
「⺟体急変時の初期対応：京都プロトコール２０２０」を中⼼に，
⺟体急変の早期診断〜⺟体急変対応について，座学やスキル実習，
シミュレーションを通して学ぶ。

周産期医療従事者のスキルアップの継続



• ⼀般⼥性に対する妊娠⾼⾎圧症候群既往⼥性の⻑期管理の重要性に関する

指導による⼼⾎管疾患・⽣活習慣病のリスク低減に対する試み：妊娠⾼⾎

圧症候群（HDP）患者は，分娩後の⻑期予後として，⾼⾎圧・脳⾎管障

害・虚⾎性⼼疾患・糖尿病・脂質代謝異常・慢性腎臓病を発症しやすいこ

とが知られている。我々は愛媛県におけるHDP既往⼥性の⻑期followを⽬

指して愛媛県下の⼀般⼥性に対して啓蒙活動を⾏っていく。

⼀般⼥性における周産期医療の理解に向けて



l ザンビアでは周産期医療体制が先進国に比べて非常に遅れている。
l 愛媛大学医学部附属病院周産母子センターとザンビア医科大学が共同で現地の周産期医療改善
に向けた人材育成を行う。

l 愛媛大学からザンビア医科大学に医師・助産師を派遣，およびザンビア医科大学から愛媛大学に
医師・助産師を受け入れ，胎児心拍モニタリング・超音波機器を適切に使用できるよう研修する。

l 上記研修において，妊娠高血圧症候群を早期に診断し適切に治療できる管理方法を「日本妊娠
高血圧学会ガイドライン」を基に指導することで，妊娠高血圧症候群管理を現地現地スタッフが適
切に実施できるようにする．
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病診連携から学ぶ
•愛媛県周産期症例検討会 第⼀回 松⼭市 （H28.10.27.）

第⼆回 今治市 （H29.  5.18.）
第三回 宇和島市（H29.11.  2.）
第四回 松⼭市 （H30.  6.13.）
第五回 今治市 （H30.12.  5.）
第六回 宇和島市（R  1.  6.12.）
第七回 新居浜市（R  1.10.30.）
第⼋回 Web開催（R  2.10.22.）
第九回 Web開催（R  4.  2.27.）
第10回 Web開催（R5.未定）



19:05～19:30 1）妊娠中の著明な下腿浮腫と重度の低K血症との関連性
愛媛県立中央病院 行元 志門

19:35～20:00 2）陣発入院時におけるCTG異常
愛媛県立中央病院 市川 瑠里子

20:05～20:30 3）妊娠高血圧症候群既往女性の長期follow-upについて
愛媛大学 松原 圭一

20:35～21:00 4）コロナ禍の周産期医療について考える
愛媛大学 杉山 隆

第九回 愛媛県周産期症例検討会

日時： 令和４年２月１７日（木） 19時00分～21時00分
様式： Cisco Webex Meetings



•愛媛⼤学ALSO 第1回 2018.  1.27. 〜 1.28.
(Advanced Life Support in Obstetrics)

• 第2回 2021.11.13. 〜 11.14.

• 第3回 2022.10.  1. 〜 10.  2.

多職種で学ぶ





• 第6回 新⽣児蘇⽣講習会 Sコース 2022.3.21.
9：10〜. 9：30 講義
9：30〜10：40 基本⼿技実習

11：50〜12：00 ケースシナリオ実習
12：00〜12：10 総括

• 第7回 新⽣児蘇⽣講習会 Aコース 2023.1.9.（予定）

新⽣児に⽣かす





⺟体救急対応シミュレーション講習
⽇時 2022年7⽉3⽇（⽇）
会場 愛媛⼤学医学部（地域医療⽀援センター 3階）

9:00〜9:05 挨拶

9:05〜9:10 オリエンテーション

9:10〜9:20 講義「京都プロトコール2020 ポイント解説」

9:25〜9:55 スキルブース

ブース1 ブース2 ブース3

スキル 神経学的評価/簡易⼼エコー 経⿐エアウエイ/BVM換気 AED/胸⾻圧迫

9:25〜9:35 グループ1 グループ2 グループ3

9:35〜9:45 グループ2 グループ3 グループ1

9:45〜10:55 グループ3 グループ1 グループ2

10:05〜13:00 シナリオブース

ブース1 ブース2 ブース3

シナリオ
1-1:分娩進⾏中の⽺⽔塞栓症
1-2:抗菌薬によるアナフィラキシーショック
1-4;周産期⼼筋症による肺⽔腫（病棟）

3-1:HELLPからの脳出⾎による痙攣
3-5:分娩時裂傷縫合時の局所⿇酔薬中毒

2-1:⼦宮収縮不全/産後過多出⾎
3-3:A群溶連菌感染による敗⾎症(分娩後）
2-2:⼦宮内反症/産後過多出⾎

10:05〜11:00 グループ３ グループ2 グループ1

11:05〜12:00 グループ１ グループ3 グループ2

12:05〜13:00 グループ2 グループ１ グループ3





• ⼀般⼥性に対する妊娠⾼⾎圧症候群既往⼥性の⻑期管理の重要性に関す

る指導による⼼⾎管疾患・⽣活習慣病のリスク低減に対する試み：

HDP既往⼥性には，⾷⽣活においてカロリーや塩分の摂取過剰に対してカ

ルシウム不⾜が認められ，その結果，分娩後の体重増加が認められること

が多く，⾼⾎圧・⾼脂⾎症などの疾患をすでに発症している⼈も多く，今

後も積極的にfollowしていくべきという内容の講演を⾏った。

⼀般⼥性における周産期医療の理解に向けて



⼦育てミニ講座 in 附属幼稚園
2022.11.22.



妊娠⾼⾎圧症候群発症後 ⻑期予後の改善
（腎機能・⾎管機能の保護）

⽣活習慣の改善



発展途上国の周産
期医療への関与

• Zambia現地で，あるい
は⽇本に招請して，ザ
ンビア教育⼤学の医
師・助産師に対する研
修を⾏う。

• Kanyama病院
（Zambia）の助産師に
対する超⾳波検査に関
する研修を⾏う。


